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月
以
降
の
加
入
に

添
付
書
類
が
必
要

総
勢
４
０
９
６
人
が
参
加
し
た

２
月
１２
日
（
金
）
の
春
闘
決
起
集

会
。
冷
え
込
ん
だ
寒
空
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
霞
ヶ
関
に
東
京
土

建
か
ら
２
５
１
０
人
・
�
飾
支
部

か
ら
は
１
１
９
人
が
代
表
で
参
加

し
ま
し
た
。

昼
か
ら
国
土
交
通
省
前
に
集
ま

り
、
個
人
請
願
を
。
そ
こ
か
ら
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
に
移
動
を
し
、

決
起
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
集

会
で
は
、
建
設
不
況
を
打
開
す
る

た
め
に
、
仕
事
の
確
保
・
賃
金
の

引
き
上
げ
を
訴
え
、
最
後
に
は
、

会
場
に
集
ま
っ
た
全
員
が
立
ち
上

が
り
、
こ
ぶ
し
を
突
き
上
げ
て
建

設
不
況
打
開
へ
向
け
て
頑
張
ろ
う

と
団
結
を
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
国
会
ま
で
デ
モ
行
進

を
し
、
個
人
請
願
を
行
い
ま
し

た
。

２
０
１
０
年
度
（
４
月
か
ら

の
１
年
間
）
の
保
険
料
が
決
定

し
ま
し
た
。
本
体
分
は
据
え
置

き
で
保
険
料
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
介
護
保
険
料
（
４０
歳

〜
６４
歳
の
本
人
・
家
族
が
対
象
）

は
、
２
０
０
円
引
き
上
げ
に
な

り
ま
す
。

土
建
国
保
の
財
政
が
厳
し
い

の
が
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
不
況
下
で
の
保
険
料
の
引

き
上
げ
は
、
生
活
の
負
担
増
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
避
け
る
た

め
に
、
保
険
料
は
、
据
え
置
か

れ
ま
し
た
。
但
し
、
介
護
保
険

料
は
、
国
へ
納
め
る
介
護
の
た

め
の
保
険
料
。
そ
の
提
示
金
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
や

む
な
く
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。３
月
の
納
入
分（
４
月
分
）

か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。
３
月

１１
日
に
、
保
険
料
の
お
知
ら
せ

が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
金
額

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１０
年
の
実
増
を
め
ざ
す
春
一
番

拡
大
行
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

１
月
は
２１
人
・
２
月
は
２９
人
・

３
月
は
３
人
の
加
入
が
あ
り
ま
し

た
。
目
標
８２
人
に
対
し
て
残
２９
人

で
す（
３
月
３
日
現
在
）。
但
し
、

実
増
は
、
１
月
１
日
付
に
対
し
て

マ
イ
ナ
ス
７８
人
と
減
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
ま
ず
は
、
未
加
入

者
に
声
か
け
を
徹
底
し
、
多
く
の

仲
間
を
迎
え
入
れ
、
人
員
回
復
を

意
識
し
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

春
一
番
拡
大
行
動
で
は
、
早
く

も
拡
大
数
８
人
の
奥
戸
を
筆
頭
に

本
田
・
柴
又
・
新
宿
・
飯
塚
の
５

分
会
が
達
成
・
超
過
を
し
ま
し

た
。
未
達
成
の
分
会
も
達
成
分
会

に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
の
気
持
ち

で
頑
張
り
、
人
員
回
復
を
は
か
る

行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
１６
・
１７
日
（
火
・
水
）

が
行
動
日
で
す
。

昨
年
末
の
朝
日
新
聞
の
土
建
国

保
に
対
す
る
報
道
に
端
を
発
し
た

無
資
格
加
入
者
問
題
に
対
応
す
る

た
め
に
、
４
月
以
降
の
土
建
国
保

新
規
加
入
者
に
は
、
建
設
業
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
添

付
書
類
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
特
に
今
は
春
一
番
拡
大
の
期

間
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
添
付
書
類
…
登
記
簿
謄
本
・
確

定
申
告
書
な
ど

変
更
が
急
で
あ
っ
た
こ
と
も
考

慮
に
入
れ
て
、
添
付
書
類
の
提
出

に
は
、
約
１
ヵ
月
間
の
猶
予
が
設

け
ら
れ
ま
す
。
但
し
、
提
出
に
間

に
合
わ
な
い
場
合
は
、
加
入
の
取

り
消
し
に
な
り
ま
す
。
必
ず
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
組
合
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

小
沢
支
配
…
？

以
前
の
政
権
で

は
、
国
会
請
願
と

か
、
直
に
必
要
性
を

訴
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
に
、
現
政
権
で
は
、
役
人
が

「
政
務
三
役
に
伝
え
ま
す
」
と
繰

り
返
す
だ
け
。
こ
れ
で
は
前
政
権

時
代
よ
り
ひ
ど
い
。
一
体
、
何
の

た
め
の
政
権
交
代
だ
っ
た
の
か
！

昨
年
１１
月
か
ら
、
地
方
自
治
体

や
各
種
団
体
を
党
の
窓
口
を
通
し

て
政
府
に
伝
え
る
仕
組
み
に
変
更

し
た
。

ま
ず
民
主
党
が
「
陳
情
」
を
受

け
付
け
て
、
党
本
部
の
「
小
沢
幹

事
長
室
」
に
伝
え
、
そ
こ
で
必
要

性
を
判
断
し
た
上
で
、
政
務
三
役

（
閣
僚
・
副
大
臣
・
政
務
官
）
に
伝

え
る
方
式
に
変
え
た
。そ
の
結
果
、

政
府
に
直
接
要
望
を
伝
え
る
こ
と

が
原
則
禁
止
と
な
っ
た
の
だ
。

全
国
公
開
で
国
民
に
好
評
だ
っ

た
「
事
業
仕
分
け
」
と
は
違
い
、

決
定
過
程
が
不
透
明
な
�
小
沢
仕

分
け
�
は
極
め
て
不
評
。
地
方
自

治
体
や
各
種
団
体
の
声
は
確
実
に

届
き
に
く
く
な
り
、「
途
中
経
過

を
も
っ
と
公
表
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
自
治
体
関
係
者
や
住
民
団
体

の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
民
主

党
関
係
者
で
さ
え
、
首
を
傾
げ
て

い
ま
し
た
。

新
し
い
陳
情
シ
ス
テ
ム
は
膨
大

な
陳
情
を
処
理
す
る
の
に
無
理
が

あ
り
、
現
場
は
大
混
乱
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
陳
情
が
最
終
的
に
取
り

つ
が
れ
た
の
か
は
幹
事
長
室
以
外

に
は
わ
か
ら
ず
、
採
用
の
基
準
も

不
明
確
。
決
定
過
程
が
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
と
化
し
て
い
る
の
で

す
。と

あ
る
新
聞
の
記
事
に
「
要
は

す
べ
て
『
小
沢
を
通
せ
』
な
ん
で

す
。」
何
と
し
て
も
『
阻
止
を
』

し
な
く
て
は
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２０１０年２月１日現在 ５６４８人
加 入 ２８人
転 入 １人
脱 退 ６０人
転 出 ６人

２０１０年３月１日現在 ５６１１人

春一番目標 春一番拡大成果表
（１月１日付比の増減）

３月３日現在
１月１日付
人員

３月１日付
人員

拡大目標
１．５％

新 小 岩 １４５ １４３ ３ 増減▼２

西新小岩 １２３ １２３ ３ 増減０

東新小岩 ３７６ ３６４ ５ 増減▼１２

奥 戸 ５２１ ５２０ ☆ ８ 増減▼１

本 田 １９５ １９６ ☆ ２ 増減◎１

立 石 １７９ １７１ ３ 増減▼８

青 戸 ２３７ ２３７ ４ 増減０

お花茶屋 ２２０ ２１９ ３ 増減▼１

堀 切 ３１７ ３１４ ５ 増減▼３

二 葉 ２５５ ２４３ ３ 増減▼１２

西亀有① １８４ １８０ ３ 増減▼４

西亀有② １０７ １０８ ２ 増減◎１

亀 有 ２６５ ２６５ ４ 増減０

細 田 ２２２ ２２１ ３ 増減▼１

高 砂 ２５８ ２４８ ３ 増減▼１０

柴 又 ２５３ ２５０ ☆ ３ 増減▼３

新 宿 １９５ １９６ ☆ ２ 増減◎１

金 町 １７５ １７３ ２ 増減▼２

東 金 町 １８３ １７７ ３ 増減▼６

東 水 元 ３０１ ２９９ ４ 増減▼２

北 水 元 ２６６ ２６１ ４ 増減▼５

幸 田 ２５５ ２５７ ３ 増減◎２

飯 塚 １９８ １９１ ☆ ３ 増減▼７

そ の 他 ２５９ ２５５ ☆ ４ 増減▼４

合 計 ５６８９ ５６１１ ８２ １月２１人 ２月２９人 ３月３人

１月１日付人員比 マイナス ７８人

春闘決起集会に４０００人を超える参加者

仕仕事事のの確確保保・・賃賃金金のの引引きき上上げげをを！！！！
国交省・国会へ個人請願を

保
険
料

決

定

国
保
料
は
据
え
置
き

介
護
は
２
０
０
円
引
き
上
げ

春
一
番

拡

大

１
月
の
人
員
回
復
を

奥
戸
が
８
人
の
拡
大
で
達
成

請
願
行
動
で
訴
え
る

寒
空
で
も
熱
く

国会へ向けてデモ行進をする�飾の仲間

国土交通省へ個人請願を
する関さん（東水元）

第６４４号建 設 者２０１０年３月１６日（１）
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申
告

相
談

１６７
件
の
相
談

【
青
年
部
部
長
・
阿
久
津
大

造
】
青
年
部
が
府
中
国
立
支
部
と

合
同
で
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
ツ
ア
ー
（
志
賀
高
原
）
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
５３

人
。
�
飾
支
部
か
ら
は
、
２２
人
の

青
年
部
員
だ
け
で
な
く
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
不
足
に
悩
ま
さ
れ

る
ど
こ
ろ
か
、
雪
が
あ
り
す
ぎ

て
、
吹
雪
で
前
が
見
え
な
い
た
め

に
、
２
日
間
を
宿
泊
施
設
で
過
ご

す
は
め
に
な
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
。
滑
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
残

念
で
す
が
、
支
部
間
の
交
流
も
深

ま
り
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
１
泊

の
ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
に
期
待
し
て
�

来
年
も
企
画
を
し
、
多
く
の
組

合
員
さ
ん
が
参
加
で
き
る
も
の
に

し
て
い
き
た
い
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

【
二
葉
分
会
・
教
宣
部
・
私
市

幸
子
】
２
月
１１
日
（
木
・
祭
）
午

後
２
時
、
南
綾
瀬
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
恒
例
の
「
春
の
つ
ど
い
」
が

あ
り
、
３
０
０
人
余
り
の
入
場
者

の
中
、二
葉
分
会
も
親
子
工
作「
銅

板
表
札
」
作
り
を
役
員
指
導
の
も

と
参
加
し
ま
し
た
。
自
分
の
名
前

を
彫
る
こ
と
に
夢
中
で
集
中
し
て

い
る
子
供
達
。
完
成
し
た
時
は
、

親
子
で
良
く
で
き
た
ネ
…
の
会
話

が
聞
こ
え
役
員
も
喜
ん
で
い
ま
し

た
。高

齢
者
に
よ
る
江
戸
芸
「
梅
午

流
か
っ
ぽ
れ
」
の
踊
り
あ
り
、
男

声
コ
ー
ラ
ス
・
趣
味
の
展
示
・
模

擬
店
・
子
供
の
部
屋
・
住
ま
い
の

耐
震
改
修
・
年
金
無
料
相
談
・
手

作
り
の
部
屋
・
元
気
野
菜
の
販
売

等
々
多
彩
な
内
容
で
、
ご
案
内
に

あ
っ
た
「
２
０
１
０
年
を
よ
り
明

る
く
暮
ら
し
や
す
い
年
に
」
の
思

い
を
込
め
て
の�
集
い
�ど
お
り
の

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

来
年
度
の
保
険
証
は
、
各
分
会

で
上
記
の
そ
れ
ぞ
れ
の
日
時
・
場

所
で
行
い
ま
す
。
所
属
す
る
分
会

で
保
険
証
を
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、３
月
の
納
入（
４
月
分
）

が
さ
れ
て
い
な
い
と
保
険
証
を
お

渡
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
３
月
の

群
会
議
で
の
納
入
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
（
４０
〜
６４
歳
）
対

象
の
方
は
２
０
０
円
保
険
料
が
上

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
入
金
額

に
ご
注
意
を
。

交
換
の
当
日
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
。

２
月
２２
日
（
月
）
か
ら
行
っ
て

い
る
確
定
申
告
個
別
相
談
会
は
、

３
月
３
日
現
在
１６７
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

今
年
度
の
相
談
会
で
は
、
こ
の

景
気
を
反
映
し
て
か
、
売
上
の
減

少
が
例
年
に
比
べ
目
立
っ
て
い
ま

す
。
先
日
の
春
闘
決
起
集
会
で
訴

え
ら
れ
た
『
仕
事
の
確
保
が
急

務
』
で
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
取

れ
る
も
の
で
し
た
。

３
月
１２
日
（
金
）
に
重
税
反
対

集
会
を
渋
江
公
園
で
行
っ
た
あ

と
、
�
飾
税
務
署
ま
で
デ
モ
行
進

を
し
ま
す
。

支
部
健
康
診
査

受
診
券
と
保
険
証
を

３
月
２８
日
（
日
）
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
か
つ
し
か
で
今
年
度
最
後
の
支

部
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。
当

日
、
駐
車
場
は
使
え
ま
せ
ん
。
申

し
込
ま
れ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。ま

た
、
受
診
券
と
保
険
証
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
受
診
券

を
紛
失
さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０９
年
度
�
飾
支
部
で
は
、
２３
分

会
中
１３
分
会
と
主
婦
の
会
の
あ
わ

せ
て
１４
紙
の
新
聞
の
発
行
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ほ
ぼ
毎
月

発
行
紙
が
、
８
紙
。

�
飾
支
部
教
宣
部
で
は
、
全
分

会
の
分
会
新
聞
の
発
行
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

０９
年
度
で
は
、
日
本
機
関
紙
協

会
主
催
の
全
国
機
関
紙
誌
コ
ン
ク

ー
ル
で
、
星
谷
委
員
長
が
編
集
を

す
る
「
奥
戸
」
が
『
特
別
賞
』。

東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
同
じ
く
「
奥
戸
」
が
『
入
賞
』

を
受
賞
す
る
な
ど
、
奥
戸
分
会
を

筆
頭
に
発
行
し
て
い
る
分
会
新
聞

が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

○
全
国
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル

分
会
新
聞
部
門

特
別
賞
…
奥
戸

審
査
委
員
特
別
賞

…
西
新
小
岩

主
婦
か
つ
し
か

佳

作
…
東
新
小
岩
・
ほ
ん

で
ん
・
菖
蒲
（
堀

切
）
・
二
葉
・
西

亀
②

○
東
京
土
建
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

分
会
新
聞
部
門

入
賞
…
奥
戸

支
部
機
関
紙
部
門

入
選
…
建
設
者

０９
年
新
入
学
の
申
請

３
月
で
締
切
り

申
請
忘
れ
あ
り
ま
せ
ん
か
？

０９
年
度
新
入
学
祝
金
（
図
書
カ

ー
ド
五
千
円
）
の
申
請
〆
切
せ
ま

っ
て
ま
す
�
０９
年
度
は
、
３
月
の

申
請
（
群
会
議
ま
で
）
が
最
後
に

な
り
ま
す
。
申
請
し
て
い
な
い
方

は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
年
度
の
新
入
学
祝
金
の
申
請

は
、
４
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
支
部
ま
で
連
絡
く
だ
さ

い
。

２０１０年保険証交換≪３月≫ 日時・会場
会場名

新小岩地区センター
西新小岩４丁目町会会館
新小岩北地区センター大会議室
奥戸天祖神社（奥戸２丁目）

渋江集会所
梅田神社
テクノプラザ
お花茶屋地区センター

堀切地区センター２階 菖蒲の間

西亀有親和自治会集会所
高木神社
亀有リリオ地区センター７階

各群で実施
各群で実施
柴又自治会館

各群で実施
金町５丁目睦自治会会館
都営東金町４丁目アパート 集会室

水元体育館
水元いこい交流館
西水元２丁目都営住宅集会所
水元学び交流館

開始時間
夜７時２０分～
夜７時半～
夜７時～
夜７時半～

夜７時半～
夜７時～
夜７時～
夜７時～

夜６時半～８時

昼１時～
夜７時～８時
夜６時半～８時

夜６時～

夜７時半～

夜７時～
夜７時半～

夜６時半～８時
夜７時半～
夜７時～８時半
夜７時半～

日付
３０日（火）
３０日（火）
３０日（火）
３１日（水）

３０日（火）
２７日（土）
２７日（土）
３１日（水）

３０日（火）

２８日（日）
３０日（火）
２６日（金）

３０日（火）
３０日（火）
２８日（日）

２８日（日）
２７日（土）
３１日（水）

３０日（火）
３０日（火）
３１日（水）
３０日（火）

新 小 岩
西新小岩
東新小岩
奥 戸

本 田
立 石
青 戸
お花茶屋

堀 切
二 葉
西亀有①
西亀有②
亀 有

細 田
高 砂
柴 又

新 宿
金 町
東 金 町

東 水 元
北 水 元
幸 田
飯 塚

府府
中中
国国
立立
支支
部部
とと

合合
同同
一一
泊泊
ツツ
アア
ーー

雪
が
多
す
ぎ
て
滑
れ
ず

で
も
親
睦
は
深
ま
っ
た

春のつどいに
３００人の入場者

二葉分会

親子工作
でで銅銅板板をを

保
険
証
交
換

４４
月月
分分

保保
険険
料料
納納
入入
をを

全
国
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル

�
奥
戸
�新
聞
が
特
別
賞

子
供
に
工
作
を
指
導

滑れなかったけど親睦を深めた�飾支部からの参加者

奥戸分会新聞新年号
（特別賞受賞）

２月２２日からの申告相談会

（２）第６４４号建 設 者２０１０年３月１６日


